














族が 13.8％，福祉事務所が 13.6％，学校等が 11.9％の順
になっている。2010 年度には，隣人・知人からの相談





2010 年の場合，「0 ～ 3 歳未満」が 19.6％，「3 歳～学齢前」
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　　The purpose of this research is to reveal the awareness of child abuse of college students belonging to teacher training courses. We 
received 567 effectual responses from questionnaires given to 753 college students between November 2011 and July 2011. The findings 
are as follows: (1) Over 90% of students are interested in child abuse. (2)  Students with learning experience have much knowledge 
about child abuse. (3) Their awareness of psychological abuse and neglect cases was low. (4) There were many students who are hesitant 
to notice even if they know the notice obligation. (5) Continued education for students is required in order to make use of knowledge to 
prevent child abuse.



























































































































































































する意識調査」というタイトルで，2011 年 7 月から 11
月の間に教員養成課程を持つ 3 大学の協力を得て， 753
部の調査票を配布，567 名から有効回答を得た（有効
回答率 75.3％）。調査対象者の属性は，女子学生が 424
名（74.8％），男子学生が 143 名（25.2％），1 年生が 133
名（23.7％），2 年生が 141 名（25.1％），3 年生が 122 名
－ 16 －
（21.7％），4 年生が 166 名（29.5％）である。調査対象者
が取得中の主免許は，幼稚園教諭が 15 名（2.7％），小
学校教諭が 375 名（68.3％），中学校教諭が 82 名（14.9％），
高等学校教諭が 7 名（1.3％），特別支援学校教諭が 32
名（5.8％），養護教諭が 38 名（6.9％）である。さらに，
副免許を取得中の学生はのべ 810 名である。将来の志望
職種は，幼稚園教諭が 42 名（7.7％），小学校教諭が 258
名（47.0％），中学校教諭が 73 名（13.3％），高等学校教
諭が 47 名（8.6％），特別支援学校教諭が 24 名（4.4％），
養護教諭が 34 名（6.2％）などである。教育実習経験の
ある学生が 493 名（87.9％），ない学生が 68 名（12.1％）
である。また，教育実習事前指導において，児童虐待に
関するオリエンテーションの経験有無を確認した結果，

















































































る」大学生は 247 名の 43.9％，「経験がない」大学生

































































































表 7 に提示した 20 行為のうち，虐待種類別に 2 行為ず
つ計 8 行為を選び，「保護者が，同行為を子どもに行っ
ていることを発見した際，通告するかしないか」を質
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